
みやざきフードビジネス振興構想（概要版）

第１章

【本県の現状と課題】

更なる高付加価値化の推進

• 付加価値額は伸びているものの、更なる取組の余地有
• 県の支援機関が十分認知されていない

外貨の獲得

• 出荷額は伸びているものの、更なる伸びが期待される
• 県内企業は県に「ブランド向上」と「広報・プロモーション」
を期待

• 県産品の輸出が拡大しているが、県内企業は「取引先の開拓」
「国際認証の取得」を課題と捉えている

生産性の向上

• 全国平均を下回る生産性（食品製造業）の改善
• 食料品製造業の設備の有効活用・再編、事業所の規模拡大の
推進

• IT化、スマート化への取組推進

第２章

【フードビジネスを取り巻く環境】

少子高齢化・人口減少の急速な進展

• 国内が人口減少する一方、世界人口は増加

（国内需要の減少と海外需要の増加）
• 今後20年間で県内の農林水産業の48.2%、製造業の16.6％の
就業人口が減少

消費行動の変化

• 国内外のEC市場の拡大

• プレミアム消費の増加

テクノロジーを活用した課題解決

• フードテック市場の拡大

• フードテック分野への投資の急増

環境意識の高まり

• エシカル消費の関心の高まり

• 環境負荷に関する制度の広がり

【構想の趣旨】本県フードビジネス振興に関する施策の基本的な方向性を示すもの

【推進期間】令和５年度～令和８年度（４年間）

はじめに



第３章

継続と革新による持続可能なフードビジネスの発展基本目標

次期構想では、これまで着実に実績を積み上げてきた取組の継続に加え、社会環境の変化を踏まえた新たな価値の創
造や人口・労働力減少下にあっても成長を続けられる生産性の向上、大規模市場や成長が見込まれる市場をターゲット
とした戦略的な販路拡大など、より革新的な取組を推進し、持続可能なフードビジネスの発展を目指す。

【取組の展開】

みやざきフードビジネス振興構想（概要版）

１ 産地加工の推進と選ばれる商品づくり

①地域ぐるみの６次産業化の推進

②認証取得や取引拡大に必要となるスキルの習
得

③消費者の嗜好やマーケットの動きを捉えた
商品開発の推進

２ 基盤整備と生産性向上

①規模拡大・機能強化や設備投資の促進

②テクノロジーの活用による生産体制の最適化

③海外市場や消費者の嗜好に応える生産・加工
体制の整備

１ 市場分析

①市場の調査・分析

②マーケティング戦略の立案

２ 大規模市場での販路拡大

①大消費地におけるアンテナショップ等を
活用した販首都圏・路拡大

②市場へのインパクトが期待できる多様な企業
との連携

③EC等のデジタル手法の活用

④海外市場への積極的な販路拡大
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３ みやざきの食の魅力発信

①生産者の思いやストーリー、商品の独自性など
の効果的な情報発信

②観光や教育等と連携した宮崎の食のファンづくり
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３ 地域と調和した企業参入

①地域や地元企業との連携が期待できる企業立
地の促進

②地域と調和した企業の農業参入

販
路
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農商工の多様な繋がりやスケールアップなどを組
み合わせた、新たな価値を生み出す基盤の構築

マーケティング力の向上と市場動向を見極めた
販路拡大戦略

高付加価値化と生産性向上の推進 販路拡大と魅力発信

売る（流通・販売）作る（生産・製造）

１ 相談・支援機関の強化と活用推進

①相談・支援機関の連携による支援体制の強化

②食品開発に対する支援の充実

２ フードビジネスを担う人材・企業の育成

①人材の育成と確保

②企業成長やスタートアップを生み出す支援
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相談窓口の強化と事業フェーズに合わせた支援
の充実

支援体制の強化

繋ぐ・支える（支援）
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